
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

日本農業賞 集団組織の部 

あまイチゴ組合 特別賞 受賞！ 

JA あいち海部「あまイチゴ組合」 概況 

設  立：平成 29 年に 4 組織が合併 
栽培品種：「ゆめのか」に品種を統一 
栽培地域：愛西市、津島市 
栽培面積：１４．６ｈａ 
栽培戸数：６５戸 
収穫時期：１１月から５月 
最 盛 期：１２月上中旬（クリスマス） 
販売実績：１０億 5 千万円 [令和２年度年度] 

出荷施設：イチゴセンター（Ｈ２９年竣工） 
流 通 先：中京市場を中心に、奈良、 

新潟方面へも出荷 

 

＜お問合せ先＞取材にお越しいただける際には、事前にご一報ください 
ＪＡあいち海部企画部企画課 （広報担当：大河内） 
ＴＥＬ：0567-28-6760 ＦＡＸ：0567-28-6655  
Ｅ－ｍａｉｌ：sougoukikaku@ja-aichiama.com ＨＰ：http://www.ja-aichiama.com/ 
 

令和 4 年１月 3 1 日 

ニ ュ ー ス リ リ ー ス 

令和 3 年度の日本農業賞（集団組織の部）において、当ＪＡのあまイチゴ組合が大賞に次ぐ特
別賞を受賞することが決まりました。（令和 4 年 1 月 31 日発表） 

日本農業賞とは、日本農業の確立をめざして意欲的に経営や技術の改善に取り組み、地域社会
の発展にも貢献している個別経営と集団組織や、食や農の担い手として先進的な取り組みをして
いる個人・集団組織を表彰するものです。 

主催は日本放送協会（ＮＨＫ）、全国農業協同組合中央会（ＪＡ全中）、都道府県農業協同組
合中央会。後援は農林水産省および都道府県です。 

【評価された点】 
「ゆめのか」の栽培に挑戦し、他の産地に先

駆けて栽培技術を確立。地域統一品種に成長さ
せ、単位当たりの収量を向上させた。 

 
平成 25 年の 6 生産組合から協議会・連合会

を経て平成 29 年にあまイチゴ組合を設立。集
出荷拠点（イチゴセンター）を竣工させ、一元
集荷・配荷の体制を確立した。 
 

収量増加・品質向上を目的にＩＣＴ研究会を
設立し、炭酸ガス濃度に基づく環境制御技術を
整理し高い単収を実現した。（Ｈ26 年 458 万
円／10 ㌃→Ｒ2 年 660 万円／10 ㌃） 
 

将来的に新規就農者の参画による新たな発展
の可能性を目指し、新規就農支援協議会を設置
し、課題解決に向けた検討に着手している。 

【メディア対応日】 

日時： 可能な範囲で日程調整いたします。 

場所： ＪＡあいち海部 イチゴセンター 愛西市早尾町晩稲場 36-1 および 農家ハウス  

内容： 収穫作業、荷づくり風景（パック詰めなど）、イチゴセンターへの出荷風景（16 時以降～）など 


